
航　空　自　衛　隊　仕　様　書

仕様書
の種類

内容による分類 工　事　仕　様　書

性質による分類 個　別　仕　様　書

物品番号 施 － 工 － １４ 　　　

品　名
又は

件　名
冷温水ポンプ等更新工事

承　認 平成３０年　５月　７日

作　成 平成３０年　５月　１日

改　正

作成部隊名 基地業務群　施設隊

１　総則
（1） 適用範囲
　　　この仕様書は、航空自衛隊防府南基地内冷温水ポンプ等更新工事について適用
　　する。
（2） 引用文書等
　　　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）
　　　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）
２　工事に関する要求
（1） 工事場所
　　　航空自衛隊防府南基地（工事案内図参照）
（2） 工期
　　　自　平成    年　　月　　日　～　　至　平成    年　　月　　日
（3） 工事内容
　　　冷温水ポンプ、冷却水ポンプ、冷水ポンプ及び付属品の更新
　　ア　撤去（撤去図参照）

項　　目 規　　格 数量 単位 備　考

１３２号隊舎
冷温水ポンプ

４０×３２ＦＳ４Ｈ６１．５
株式会社荏原製作所

1 台 図2/11

１３２号隊舎
冷温水ポンプ

５０×４０ＦＳ４Ｊ６３．７
株式会社荏原製作所

1 台 図2/11

食厨房
冷水ポンプ

１２５×１００ＦＳ４ＪＣ６１５
株式会社荏原製作所

2 台 図2/11

食厨房
冷却水ポンプ

１２５×１００ＦＳ４ＫＣ６１８
株式会社荏原製作所

1 台 図2/11

医務室
冷温水ポンプ

６５×５０ＦＳ４Ｊ６３．７
株式会社荏原製作所

2 台 図3/11

医務室
冷却水ポンプ

６５×５０ＦＳ４Ｈ６２．２
株式会社荏原製作所

1 台 図3/11

第１教育群一般隊舎

冷温水ポンプ
４０×３２ＦＳ４Ｈ６１．５
株式会社荏原製作所

2 台 図3/11

第１教育群一般隊舎

冷却水ポンプ
５０×４０ＦＳ４Ｈ６１．５
株式会社荏原製作所

1 台 図3/11

ＤＢ型防振架台 ＤＢ－２ 4 個 図8/11、10/11

ＤＢ型防振架台 ＤＢ－４ 2 個 図8/11

ゴム防振継手 １０Ｋ－５０Ａ 6 個 図4/11、10/11



ゴム防振継手 １０Ｋ－６５Ａ 4 個 図4/11、10/11

ゴム防振継手 １０Ｋ－１００Ａ 2 個 図8/11

ゴム防振継手 １０Ｋ－８０Ａ 4 個 図8/11

ゴム防振継手 １０Ｋ－２００Ａ 2 個 図6/11

ゴム防振継手 １０Ｋ－１５０Ａ 4 個 図6/11

圧力計 ３/８×１００φ　０．６Ｍｐａ 5 個

圧力計 ３/８×１００φ　０．４Ｍｐａ 6 個

連成計
３/８×１００φ
－０．１～０．４Ｍｐａ

7 個

連成計
３/８×１００φ
－０．１～０．６Ｍｐａ

4 個

    イ　新設（新設図参照）
項　　目 規　　格 数量 単位 備　考

ガス管 １０Ａ 6.6 ｍ

ボールバルブ １０Ａ 22 個
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個

圧力計 ３/８×１００φ　０．６Ｍｐａ 5 個

ゴム防振継手 １０Ｋ－２００Ａ 2 個 図6/11

圧力計 ３/８×１００φ　０．４Ｍｐａ 6

連成計
３/８×１００φ
－０．１～０．４Ｍｐａ

7 個

連成計
３/８×１００φ
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4 個

　
  　（ｱ） 上記新設部材は、同等品以上（他社の製品を含む。）とする。
　　（ｲ） 更新工事終了後に、試運転調整を実施するものとする。
３　品質保証
（1） 監督官は、契約相手方の作業状況を適時確認し、作業についての監督を実施す
　　るものとする。
（2） 検査官は、作業終了後、動作確認をもって完成検査を実施するものとする。
４　一般共通事項
　　本工事の実施にあたっては、本仕様書によるほか、公共建築工事標準仕様書（機
　械設備工事編）及び公共建築改修工事共通仕様書（機械設備工事編）によるものと
　し、その他関係法令等を遵守するものとする。
５　その他の指示
（1） 契約相手方は、工事の着工に先立ち工事関係書類を作成し、監督官の承認を受
　　けるもとする。
（2） 本作業に伴う雑材料及び消耗品は、全て契約相手方の負担とする。
（3） 契約相手方は、作業経過の記録、隠ぺい箇所等の施工確認のため写真撮影をす
　　るものとする。写真は、デジタルカメラによる撮影（カラー）を基準とし、作業
　　前、作業中、作業後及び監督官が指示する場所を撮影し、アルバムに整理した上､
　　写真データ（ＣＤ－Ｒ）を提出するものとする。
（4） 契約相手方は、デジタルカメラで撮影したデータは、提出後、確実に消去する
　　ものとする。
（5） 本工事に際し、建物その他器物等を破損した場合は、その一切を契約相手方負
　　担において原形に復するものとする。
 (6)　契約相手方は、本工事に関わる作業において、事故防止のため安全等には万全
　　の処置を講ずるものとする。
（7） 発生材については、監督官の指定する場所へ運搬し、集積するものとする。
（8） 本仕様書に明記無き箇所及び不明な点については、監督官との調整によるもの
　　とし、疑義等が生じた場合は、契約担当官との協議によるものとする。
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